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C(社) 日本家 政 学会

衣 服 型 紙 設 計 に 必 要 な 人 体 の 形 態 的 要 因　 一 体 幹 上 部 用 衣 服 に つ い て 一

大 妻 女 大 家 政　　　　　 ○ 高as　 啓 子、 桐 原　 美 保、 松 山　 容 子

大 妻 女 大 人 間 生 科 研　　 布 施 谷　 節 子。 植 竹　 桃 子

目 的　 今 日 の 日 常 生 活 に お い て 着 用 さ れ る 衣 服 は、 大 部 分 が 既 製 衣 料 に 依 存 し て い る。 既
一

製 服 の 製 造 技 術 の 進 歩 は め ざ ま し く。 一 人 ひ と り の 注 文 に 沿 っ て 作 ら れ る 個 別 生 産 も 近 い

将 来 現 実 の も の と な ろ う。 そ の 場 合 は、 個 人 の か ら だ っ き の 特 徴 を よ り よ く 表 現 す る 適 切

な 情 報 の 入 力 が 必 要 で あ る。 衣 服 の 人 体 形 熊 へ の 適 合 を 検 討 す る 場 合、 洋 服 は 肩 で 着 る と

も 言 わ れ る よ う に。 体 幹 上 部、 特 に 肩 胸 部 の よ り よ い 適 合 が 重 要 と 思 わ れ る。 そ こ で 本 研

究 で は、 こ の 部 位 に 関 す る 身 体 計 測 値 を 解 析 し。 型 紙 設 計 に 取 り 込 む 必 要 の あ る 形 態 的 要

因 を 明 ら か に し よ う と し た。

方 法　 被 験 者 は。 健 康 な 大 学 女 子 学 生12    3 名 で あ る。19    9   0 年6 ～ ７ 月 お よ び1  1 月
~
に 身 体 計 測 を 実 施 し。 同 時 に 写 真 撮 影 を 行 っ た。 頭 椎 点 レ ベ ル か ら 後 胴 囲 線 レ ベ ル、 及 び

左 右 の 腕 付 根 線 に 囲 ま れ た 体 幹 上 部 の 直 線 距 離、 体 表 長、 横 径、 矢 状 径、 周 径 を と り あ げ

解 析 し た。 ま ず 項 目 間 の 関 係 及 び 個 体 差 を 検 討 し、 次 い で 変 数 を 変 え な が ら 主 成 分 分 析 を

繰 り 返 し 要 因 の 抽 出 を 試 み た。

結 果　 ① 主 成 分 分 析 に 用 い る 変 数 の 数 や 組 合 せ を 変 え て も。 最 初 の ３ つ の 主 成 分 に は 体 幹
一
上 部 の ボ リ ュ ー ム、 体 幹 上 部 の 丈、 肩 胸 部 の 幅 を 表 す 成 分 が 抽 出 さ れ。 型 紙 設 計 に お け る

基 本 的 製 図 を。 胸 囲、 背 丈。 背 肩 幅 で 行 う こ と の 妥 当 性 を 示 し た も の と 言 え る。

② 第4 主 成 分 以 降 に は。 肩 胸 部 幅 の 前 後 関 係、 体 幹 上 部 丈 の 前 後 関 係、 腕 付 根、 頭 嵩、 乳

頭 な ど の 位 置 お よ び 肩 傾 斜 を 表 す 成 分 が 独 立 に 抽 出 さ れ た。 こ れ ら は 佃 体 の か ら だ っ き に

よ り よ く 適 合 し た 洋 服 を 製 造 す る た め に 取 り 込 む べ き 情 報 で あ る。
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ザ ー 入 力 に よ る 三 次 元 体 幹 部 形 態 把 握 （ 第n  報 ）

岩 谷 恭 子

的　 ア パ レ ル 分 野 に 於 い て。 人 体 の 身 体 情 報 の 把 握 は 基 礎 的 要 件 で あ り, こ れ を 如 何

速、 正 確. 容 易 に 行 う か に 焦 点 が 当 て ら れ る。 前 回 に 続 い て 有 効 な 方 法 の 一 つ と し て

リ ヶ － シ ョ ン ソ フ ト を 用 い デ ィ ス プ レ イ 上 に 三 次 元 形 態 把 握 を 行 う も の で あ る。 ヂ ー

カ に は 汎 用 性 の 高 い デ ィ ジ タ イ ザ ー 入 力 法 を 用 い、 出 力 画 像 上。 さ ら に そ の 画 像 か ら

-  タ 採 取 等 に 於 け る 有 効 性 お よ び 実 用 性 範 囲 の 検 討 を 目 的 と し た。

方 法　 デ ィ ジ タ イ ザ ー 入 力 の た め の 資 料 と し て。 石 膏 体 右 側 体 幹 部 形 態 を 被 写 体 と し、

モ ア レ 縞 写 真 撮 影 を 行 っ た。 こ の 場 合 写 真 上 の モ ア レ 縞 の 様 相 が そ の ま ま 入 力 デ ー タ と な

る た め、 映 像 化 さ れ た 形 状 へ の 影 響 が 大 き く、 従 っ て 構 図 上 の 配 慮 が 必 要 と な る。 本 実 験

で は 正 前 面、 正 側 面、 正 後 面 の 順 に 互 直 角 に よ る 三 方 向 か ら の 写 真 撮 影 を 行 っ た。 こ の 資

料 を 基 に 投 影 図、 投 影 断 面 図、 断 面 形 状 図 を 描 画 さ せ、 さ ら に 各 断 面 上 の 構 成 ラ イ ン を 得

た。 ま た 同 被 写 体 （ 石 膏 体 ） を ス ラ イ デ ィ ン グ ゲ ー ジ 法 に よ っ て 実 計 測 を 行 ≪'･',水 平、 垂

直 断 面 形 状 を 得、 先 の 同 位 に お け る 構 成 ラ イ ン と の 比 較 検 討 を 行 い。 デ ィ ジ タ イ ザ ー 入 力

法 に よ る 有 効 性 範 囲 を 確 か め た。
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グ ラ フ ィ ク ッ ス 断 面 形 状． お よ び ス ラ イ デ ィ ン グ ゲ ー ジ 法 実ft  測 断

て 幡 径． 厚 径． 周 径 の 結 果 は ほ ぼ 同 一 の 成 績 が 得 ら れ、 統 計 分 析 の

得 ら れ た こ と に よ り デ ー タ 採 取 の 実 用 性 を 大 き く し て い る と 言 え る


